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一
般
質
問

一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
で
、
22
人
が

登
壇
し
、
45
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
に
つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

　
　

質
問
項
目
（
発
言
順
）	 					

※
…
掲
載
し
た
項
目

三　

田　

真　

弥　

議
員

　

※
１　

保
育
士
の
業
務
量
に
つ
い
て

　

※
２　

小
中
学
校
の
教
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

上　

田　

昌　

哉　

議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
自
死
に
つ
い
て

　
　

２　

刈
谷
市
内
の
企
業
と
の
協
働
に
つ
い
て

深　

谷　

英　

貴　

議
員

　

※
１　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

城　

内　

志　

津　

議
員

　

※
１　

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
改
善
に
つ
い
て

　
　

２　

よ
り
良
い
保
育
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
に
つ
い
て

　

※
３　

児
童
生
徒
の
居
場
所
に
な
る
学
校
図
書
館
の
実
現
に
つ
い
て

葛　

原　

祐　

季　

議
員

　

※
１　

支
所
及
び
市
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て

近　

藤　

澄　

男　

議
員

　
　

１　

砂
利
採
取
に
つ
い
て

　

※
２　

水
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

星　

野　

雅　

春　

議
員

　
　

１　

刈
谷
市
政
の
課
題
に
つ
い
て

　

※
２　

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て

揚　

張　

慎　

一　

議
員

　

※
１　

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　
　

２　

岩
ケ
池
公
園
（
岩
ヶ
池
）
に
つ
い
て

新　

海　

真　

規　

議
員

　

※
１　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て

　
　

２　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

　
　

３　

防
犯
灯
、
街
路
灯
に
つ
い
て

大　

山　
　
　

実　

議
員

　

※
１　

刈
谷
市
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

２　

南
部
地
域
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

佐
々
木　

隆　

教　

議
員

　

※
１　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
つ
い
て

山　

本　

シ
モ
子　

議
員

　

※
１　

物
価
高
か
ら
暮
ら
し
応
援
の
施
策
充
実
・
拡
充
に
つ
い
て

　
　

２　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
前
進
に
つ
い
て

　
　

３　

憲
法
と
平
和
、
基
本
的
人
権
を
守
る
行
政
運
営
に
つ
い
て

加　

藤　

幹　

樹　

議
員

　

※
１　
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
総
合
改
善
事
業
に
つ
い
て

　
　

２　

庁
内
副
業
制
度
に
つ
い
て

伊　

藤　

愛　

恵　

議
員

　
　

１　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
学
校
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

　

※
２　

ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　

３　

訪
問
介
護
に
つ
い
て

蜂
須
賀　

信　

明　

議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
健
康
増
進
施
策
に
つ
い
て

稲　

垣　

雅　

弘　

議
員

　

※
１　

農
業
振
興
と
経
営
基
盤
整
備
に
つ
い
て

森　

島　

公　

祐　

議
員

　

※
１　

刈
谷
市
役
所
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て

　
　

２　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
に
つ
い
て

　
　

３　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

谷　

口　

睦　

生　

議
員

　
　

１　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　

※
２　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
拡
大
に
つ
い
て

　
　

３　

防
災
対
策
に
つ
い
て

武　

藤　

美
智
代　

議
員

　

※
１　

妊
産
婦
の
産
前
産
後
の
ケ
ア
に
つ
い
て

　
　

２　

通
学
路
の
安
全
安
心
に
つ
い
て

外　

山　

鉱　

一　

議
員

　
　

１　

小
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

※
２　

亀
城
公
園
お
堀
池
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

鈴　

木　

絹　

男　

議
員

　

※
１　

市
長
の
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

佐　

原　

充　

恭　

議
員

　
　

１　

２
０
２
６
年
ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
に
つ
い
て

　

※
２　

公
園
に
つ
い
て

　
　

３　

乱
横
断
の
抑
止
策
に
つ
い
て

質問・答弁がホームページから映像で御覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像を見る」をクリックしてください。

問　
日
本
の
教
職
員
や
保
育
士
の

働
き
方
は
大
変
厳
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
長
時
間
労
働
、
多
岐
に
わ
た
る

業
務
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
、
学
校

や
園
の
期
待
な
ど
、
多
く
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
、
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
や
負
担
が
大
き
い
。
こ
れ
ら

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
取
組
を
教

え
て
ほ
し
い
。

答　
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
保
育

以
外
の
業
務
を
効
率
的
に
処
理
し
、

保
育
士
の
負
担
を
軽
減
す
る
。
教
職

員
に
つ
い
て
は
、
土
日
の
部
活
動
い

ず
れ
か
１
日
を
実
施
し
な
い
こ
と
と

し
、
確
実
に
休
養
日
を
取
れ
る
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
や
教
職

問　
本
市
の
水
素
利
活
用
に
関
す

る
考
え
方
と
現
在
行
っ
て
い
る
取
組

は
。答　

水
素
は
製
造
に
お
い
て
多
様

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
で

き
、
利
用
で
は
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
せ
ず

に
燃
料
電
池
で
電
気
や
熱
を
効
率
的

に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
わ
れ

て
お
り
、
本
市
の
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

て
、
そ
の
利
活
用
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
は
水

素
と
酸
素
の
化
学
反
応
に
よ
り
発
電

す
る
こ
と
で
、
モ
ー
タ
ー
を
回
し
、

走
行
す
る
燃
料
電
池
自
動
車
や
都
市

問　
全
国
と
比
較
し
て
、
本
市
は

圧
倒
的
に
40
代
の
自
死
の
割
合
が
高

い
。
そ
の
こ
と
の
見
解
は
。

答　
本
市
で
は
20
～
50
代
の
働
き

盛
り
世
代
の
男
性
が
多
い
。
そ
の
中

で
特
に
40
代
は
、
職
場
の
人
間
関
係
、

昇
進
や
成
果
の
期
待
に
伴
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
、
家
庭
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
心
身
の

不
調
を
引
き
起
こ
す
の
で
は
な
い
か

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
の
中
で
特
化
し
て
行

う
派
遣
型
の
病
児
・
病
後
児
保
育
を

実
施
し
な
い
か
。
子
供
も
慣
れ
た
自

宅
で
療
養
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答　
専
門
的
な
研
修
や
夜
間
等
の

援
助
に
よ
り
援
助
会
員
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
会
員
確
保

の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
支
所
と
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
の
利
用
状
況
は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
伴
う
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
増
加
に

よ
り
、
戸
籍
や
住
民
票
等
に
関
す
る

証
明
書
の
発
行
数
は
、
年
々
減
少
し
、

今
後
も
減
少
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
支
所
と
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
で
手
続
可
能
な
業
務
拡
大
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
が
、
今
後
の
窓
口
の
在
り

問　
「
刈
谷
市
環
境
都
市
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
改
定
す
る
ポ
イ

ン
ト
は
何
か
。

答　
２
０
１
３
年
度
を
基
準
年
度

と
し
た
削
減
目
標
を
26
％
か
ら
48
％

に
見
直
し
、
取
組
分
野
を
「
産
業
」

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
４
つ
の
「
緩
和

策
」
に
加
え
、
「
適
応
策
」
を
追
加

し
た
全
５
分
野
と
す
る
。

員
等
の
相
談
に
十
分
に
対
応
で
き
る

よ
う
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増

員
や
相
談
時
間
数
の
拡
大
に
向
け
て
、

愛
知
県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

ガ
ス
等
か
ら
水
素
を
取
り
出
し
、
酸

素
と
反
応
さ
せ
て
発
電
す
る
家
庭
用

燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
購
入
者

に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

と
考
え
て
い
る
。

問　
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
心
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
や
不
調

に
気
づ
く
た
め
の
具
体
的
な
方
法
、

相
談
窓
口
の
情
報
を
市
民
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
刈
谷
駅
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
街
頭
啓
発
、
事
業
所
向
け

出
張
型
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
な
ど
、

働
く
世
代
へ
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ほ
と
ん
ど
の
学
校
図
書
館
は
、

長
放
課
と
昼
放
課
以
外
は
利
用
で
き

な
い
。
学
校
司
書
を
常
駐
化
し
、
児

童
生
徒
が
い
つ
で
も
立
ち
寄
れ
る
学

校
図
書
館
に
し
な
い
か
。

答　
担
当
教
員
と
学
校
司
書
、
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
よ
い
連
携
が
取

れ
て
い
る
。
現
行
の
体
制
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。
開
館
に
つ
い
て
は
各

学
校
の
運
営
上
の
判
断
と
な
る
。

方
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、

対
面
で
の
受
付
窓
口
は
縮
小
傾
向
に

向
か
う
と
考
え
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
り
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
中
で
、
今

後
の
出
張
所
に
お
け
る
窓
口
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
産
業
都
市
刈
谷
と
し
て
中
小

企
業
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
と

考
え
る
。
現
在
の
取
組
支
援
の
内
容

と
実
績
は
。

答　
今
年
度
か
ら
事
業
用
脱
炭
素

促
進
設
備
導
入
費
補
助
事
業
を
開
始

し
、
11
月
末
時
点
で
14
の
事
業
者
か

ら
申
請
を
受
け
て
い
る
。
引
き
続
き

制
度
の
周
知
を
図
り
、
多
く
の
事
業

者
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。 児童生徒や保護者等からの相談に

対応できる体制の充実を

水素社会の実現のイメージ
（環境省ホームページ）

星
野　
雅
春　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
都
市
公
園
部
長
）

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
の
議
論
が
不
十
分
で
は
!!

︱
構
想
策
定
時
と
同
様
に
外
部
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
︱

新
海　
真
規　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
対
象
年
齢
を
拡
充
す
べ
き
で
は
!!

︱
国
・
県
の
動
向
や
近
隣
市
の
状
況
を
注
視
し
、
検
討
し
て
い
く
︱

三
田　
真
弥　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
教
育
部
長
）

教
職
員
や
保
育
士
の
労
働
環
境
の
改
善
を
!!

︱
様
々
な
取
組
に
よ
り
教
職
員
等
の
業
務
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
︱

近
藤　
澄
男　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
水
素
利
活
用
の
取
組
は
!!

︱
燃
料
電
池
自
動
車
や
家
庭
用
燃
料
電
池
の
購
入
者
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
︱

上
田　
昌
哉　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

全
国
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多
い
40
代
の
自
死
対
策
を
!!

︱
相
談
窓
口
等
の
周
知
、
街
頭
啓
発
や
事
業
所
向
け
講
座
を
実
施
し
て
い
る
︱

深
谷　
英
貴　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

脱
炭
素
に
向
け
て
中
小
企
業
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
さ
ら
な
る
強
化
を
!!

︱
支
援
制
度
の
周
知
を
図
り
、
多
く
の
事
業
者
が
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
︱

山
本　
シ
モ
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
水
資
源
部
長
）

厳
し
さ
を
増
す
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
の
充
実
を
!!

︱
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
︱

城
内　
志
津　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

働
く
親
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
病
児・病
後
児
保
育
事
業
に
改
善
を
!!

︱
し
っ
か
り
と
施
設
は
整
備
し
て
お
り
、
今
の
対
応
で
考
え
て
い
き
た
い
︱

葛
原　
祐
季　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

今
後
の
支
所
と
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
の
在
り
方
は
!!

︱
デ
ジ
タ
ル
化
の
拡
大
な
ど
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
︱

加
藤　
幹
樹　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

工
事
を
着
実
に
進
め
、
刈
谷
駅
構
内
の
安
全
性
確
保
と
利
便
性
向
上
を
!!

︱
令
和
８
年
度
末
の
完
了
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
く
︱

伊
藤　
愛
恵　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
教
育
部
長
）

学
校
体
育
館
予
約
の
柔
軟
化
で
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
サ
ポ
ー
ト
を
!!

︱
来
年
度
か
ら
抽
選
後
の
空
き
枠
の
予
約
期
間
を
５
日
間
延
長
す
る
︱

揚
張　
慎
一　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

災
害
時
に
市
民
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
早
め
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
を
!!

︱
公
共
施
設
へ
の
積
極
的
な
設
備
の
導
入
を
進
め
る
︱

問　
刈
谷
城
は
観
光
資
源
に
な
り

得
る
か
。

答　
石
垣
や
隅
や
ぐ
ら
な
ど
の
整

備
は
、
亀
城
公
園
の
魅
力
を
高
め
る

要
素
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
公
園
に

ふ
さ
わ
し
い
と
市
民
が
考
え
た
結
果

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
亀
城
公

園
全
体
の
魅
力
が
高
ま
り
多
く
の
方

に
来
園
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
刈
谷
球
場
は
廃
止
す
る
の
か
、

問　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
検
査
体
制

と
検
査
を
始
め
た
時
期
は
。

答　
令
和
元
年
度
か
ら
39
歳
以
下

を
対
象
と
し
た
基
本
健
康
診
査
の
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

９
０
０
円
の
自
己
負
担
額
で
検
査
を

受
け
ら
れ
る
。

問　
ほ
か
の
自
治
体
に
先
駆
け
て

ピ
ロ
リ
菌
検
査
年
齢
を
拡
充
し
て
ほ

し
い
と
強
く
考
え
る
が
、
市
の
見
解

問　
刈
谷
市
地
域
公
共
交
通
計
画

を
策
定
す
る
目
的
は
。

答　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
確
保
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。問　

南
部
地
域
に
お
け
る
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
移
動
方
法
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
南
部
地
域
は
、
大
型
バ
ス
に

よ
る
移
動
が
適
し
て
い
る
と
考
え
て

お
り
、
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
を

行
い
、
自
動
車
利
用
か
ら
の
転
換
を

促
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
路
線
再
編
を
進
め
る
中
で

乗
務
員
不
足
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る

問　
今
後
の
公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
予
定
は
ど
う
か
。

答　
国
の
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
２
０
３
０
年
に
設
置
可
能

ま
た
は
移
転
す
る
の
か
。

答　
ま
ち
な
か
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構

想
に
お
い
て
、
改
築
等
の
際
に
は
移

転
も
含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
引
き

続
き
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
な
が

ら
、
今
後
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ

く
り
構
想
も
踏
ま
え
、
施
設
の
老
朽

化
の
進
み
具
合
を
見
な
が
ら
、
そ
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

は
。答　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
受
け
、
自

分
の
胃
が
ん
発
症
リ
ス
ク
を
知
る
こ

と
で
、
胃
が
ん
が
早
期
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
年
齢
の
拡
充
に
つ
い

て
、
国
・
県
の
動
向
や
近
隣
市
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

関
係
機
関
等
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

が
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
。

答　
各
運
行
事
業
者
の
状
況
に
つ

い
て
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

新
路
線
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

な
公
共
施
設
の
50
％
、
２
０
４
０
年

に
１
０
０
％
の
設
置
が
示
さ
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
設
置
の
調
査
を
進
め
、

公
共
施
設
へ
の
積
極
的
な
設
備
の
導

入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
な
ぜ
、
東
境
町
の
新
池
で
太

陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

答　
一
定
の
電
力
量
を
確
保
す
る

た
め
、
あ
る
程
度
の
設
置
規
模
が
必

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
ガ
マ
の
穂
の
大

量
飛
散
へ
の
対
策
の
要
望
が
出
て
お

り
、
毎
年
こ
の
対
策
に
多
額
の
費
用

を
要
し
て
い
る
。
設
置
事
業
者
に
よ

る
定
期
的
な
草
刈
り
等
の
維
持
管
理

が
見
込
ま
れ
る
た
め
候
補
地
と
し
た
。

大
山　
　
実　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

「
か
り
ま
る
」
再
編
を
含
め
た
市
全
体
の
公
共
交
通
の
充
実
を
!!

︱
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
︱

問　
刈
谷
市
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
へ
の
取
組
目
標
と

現
在
の
達
成
状
況
は
。

答　
刈
谷
知
立
み
ら
い
電
力
株
式

会
社
か
ら
供
給
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出

係
数
が
低
い
電
力
の
活
用
等
に
よ
り
、

市
が
行
う
事
業
に
お
い
て
、
令
和
12

年
度
ま
で
に
平
成
25
年
度
比
で
40
％

佐
々
木　
隆
教　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
・
・
産
業
環
境
部
長
）

日
進
月
歩
な
民
間
の
力
を
活
用
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
!!

︱
研
究
開
発
が
進
み
、
実
用
化
さ
れ
て
い
く
技
術
の
情
報
収
集
に
努
め
る
︱

の
削
減
目
標
に
対
し
、
約
11
・
８
％

を
削
減
し
た
。

問　
民
間
で
は
、
水
素
・
都
市
ガ

ス
な
ど
か
ら
電
気
を
生
成
す
る
個
体

酸
化
物
形
燃
料
電
池
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）

の
研
究
・
開
発
が
進
ん
で
い
る
。様
々

な
公
共
施
設
の
自
家
発
電
設
備
と
し

て
の
導
入
に
向
け
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
る
か
。

答　
Ｃ
Ｎ
技
術
の
開
発
は
一
層
進

む
と
見
込
ま
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
等
の
先

進
技
術
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問　
給
食
費
無
償
化
の
実
施
を
多

く
の
市
民
が
喜
ん
で
い
る
が
、
な
ぜ

２
学
期
末
ま
で
と
し
た
の
か
。
３
学

期
以
降
も
延
長
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
物
価
高
騰
が
続
く
中
で
国
の

交
付
金
を
財
源
に
子
育
て
家
庭
支
援

と
し
て
無
償
化
し
た
。

問　
水
道
基
本
料
金
の
免
除
は
市

民
に
好
評
で
あ
り
、
物
価
高
騰
の
中

で
は
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問　
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
総
合
改
善
事
業

の
概
要
は
。

答　
ホ
ー
ム
の
幅
を
上
下
線
と
も

に
６
・
２
メ
ー
ト
ル
広
げ
、
上
り
線

ホ
ー
ム
を
13
・
３
メ
ー
ト
ル
、
下
り

線
ホ
ー
ム
を
12
・
６
メ
ー
ト
ル
と
し
、

ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
す
る
。
さ
ら
に
、

コ
ン
コ
ー
ス
の
拡
幅
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
、
自
動
改
札
機
の
増
設
な
ど
を

実
施
す
る
。

問　
学
校
体
育
館
利
用
は
、
人
気

が
高
く
予
約
が
困
難
で
あ
る
。
予
約

倍
率
と
利
用
率
は
ど
の
程
度
か
。

答　
令
和
４
年
度
の
予
約
倍
率
と

利
用
率
は
、
小
学
校
体
育
館
が
平
均

１
・
４
倍
で
約
86
％
、
中
学
校
体
育

館
が
平
均
３
・
４
倍
で
約
97
％
と
な
っ

て
い
る
。

問　
で
き
る
だ
け
無
駄
な
く
稼
働

率
を
向
上
さ
せ
る
運
用
が
必
要
と
考

答　
国
の
支
援
策
の
終
了
時
期
を

踏
ま
え
て
終
期
を
設
定
し
た
が
、
今

後
の
国
の
生
活
支
援
に
係
る
施
策
の

動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

問　
水
の
使
用
に
も
消
費
税
が
か

か
っ
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
預
か
っ

た
消
費
税
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　
令
和
４
年
度
は
預
か
っ
た
消

費
税
よ
り
支
払
っ
た
消
費
税
が
多

か
っ
た
た
め
、
還
付
を
受
け
た
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
令
和
５
年
度
は
、
橋
上
駅
の

改
良
と
上
り
線
側
の
工
事
着
手
、
立

体
駐
輪
場
の
撤
去
及
び
仮
設
駐
輪
場

の
整
備
を
進
め
る
。
令
和
６
年
度
以

降
は
、
引
き
続
き
橋
上
駅
の
改
良
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
新
設
、
平
面
駐

輪
場
の
撤
去
後
、
上
り
線
の
ホ
ー
ム

拡
幅
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
令
和

８
年
度
末
の
完
了
を
目
指
す
。

え
る
。
シ
ス
テ
ム
上
で
の
予
約
倍
率

の
見
え
る
化
や
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の

仕
組
み
の
柔
軟
化
な
ど
利
便
性
及
び

稼
働
率
向
上
策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　
抽
選
後
空
き
枠
の
予
約
期
間

は
、
前
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
と
し

て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
５
日
間
延

長
す
る
。
予
約
倍
率
の
表
示
等
は
現

行
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
困
難
で
あ
る

が
、
全
面
更
新
時
に
検
討
し
た
い
。

誰もが利用しやすい公共交通の実現を
目指した新路線の再編を


